
事業報告書　2021年４月1日～2022年３月31日

第１号事業　「被害者に対する電話相談及び面接相談事業」

１　電　話　相　談

　　（手紙、FAX、

　　　メールを含む）

4月 425 5月 377 6月 364 7月 353

8月 389 9月 417 10月 422 11月 350

12月 472 1月 414 2月 380 3月 451

・殺人 650 ・ＤＶ 35

・強盗 65 ・ストーカー 62

1001 ・交通被害 771

977 ・財産的被害 123

・他の性被害 160 149

・暴行・傷害 500 ・死別、自殺 7

・虐待 6 ・その他 308

助　言　等

面接引継

他機関等の

教示・紹介

　　　・弁護士関係 83

　　　・東京都相談関係機関 25

　　　・警察 18

　　　・精神保健関係 16

　　　・女性相談窓口 16

　　　・福祉関係 13

　　　・民間相談機関 11

　　　・他府県支援組織 4

　　　・検察、裁判所関係 2

　　　・医療関係 0

２　面　接　相　談

　　（ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ）

4月 62 5月 58 6月 75 7月 84

8月 76 9月 78 10月 70 11月 76

12月 112 1月 90 2月 82 3月 118

被　害　別

受　理　状　況

　総件数　4,814件（前年度件数4,309件）　　　　　月平均　401件

項　　　　目

相　談　結　果

相談実施時間

　・　平均実施時間　　　　　　　　　　　　　　約11分／回

　（188件）

・強制性交等

　・　総実施時間（電話のみ）　　　　　　36,667分（約611時間）

　　4,814件中

　　（相談者数　　202名　～　男性　51名、女性　151名）

　総件数　  981件　（前年度件数　　635件）　　　　月平均　　82件　

　　内訳

・強制わいせつ

・その他の被害

　（4,512件）

　（114件）

　　（相談者数　1,394名　～　男性　421名、女性　965名、その他　1名、不明　7名）　

業　　　　　務　　　　　内　　　　　容



・殺人 143 ・暴行・傷害 49

・強盗 13 ・交通被害 141

288 11

298 ・その他 3

・他の性被害 35

　・　面接継続中　　　　　　　 109 名

　・　終結　　　　　　　　　　 93 名

・電話相談 35 名

・他機関等からの紹介 78 名

・同行家族等 12 名

・来所者 12 名

・昨年度からの継続 65 名

　　＊　事例には若干の変更を加えている。

　・　総実施時間　　　　　　　　　　　　47,427分（約790時間）

精神的ケアを同時に提供することによって、より効果的な支援が可能となって

それぞれの役割を生かしながら適切な支援を行っていきたい。

支 援 内 容

被　害　別

相　談　結　果

実施している。

受　理　状　況

　（202名中）

相 談 の 端 緒

　（202名中）

・強制性交等

「今は元気にしているので、蒸し返さない方が良いのではないか」と複雑な胸のうちを

面接相談については、電話等による相談内容から判断して、早期に情報提供等の

ケース　強制わいせつ（被害者～小学生、母親～40代）

　　　（うち、警察情報提供から　　　　　　　　37　名）

2020年度からは東京都が行う経済的支援制度の説明と申請書類作成の補助を

心配」と電話相談があったため、心理師との電話予約をした。

行っている。

支援が必要な人や、精神的被害等を受けて、継続的な面接が必要な人に対して

母親は「 将来、心身に影響が出てくる のはないか」 と 不安を口 にす る 反 面、

ようになった 。従来からの相談員による相談・ 支援活動に加え、専門家による

・その他の被害

心当たりがあるとのことだった。被害男児への対応に迷っていた母親も、カウンセリン

語った。心理師が、被害後の男児に出てきやすい心身の反応について説明すると

新型コロナウィルス感染が拡大している時期であったことから、カウンセリングはオン

集中して最後まで取り組むことが出来るよう工夫を行った。最終的には、対面と

ラインで実施することとなった。子どものオンライン面接では、対面よりジェスチャーを

今 後 も 被 害 者 の 状 況 に 応 じ て 相 談 員 と 臨 床 心 理 士 が 連 携 を 図 り 、

・強制わいせつ

及 び 臨 床 心 理 士 に よ る 専 門 的 な 精 神 的 ケ ア を 、 必 要 に 応 じ て 提 供 で き る

男児が見知らぬ加害者から公園で被害にあった。母親から「子どもの精神面が

い る。

相談実施時間

大き くする 、クイズを多用する 、子どもの好きなものの要素を取り入れ るなど、

て）乗り越えられるから頑張ってと伝えたい」と話していた。

2008 年 4 月 か ら 開 始 さ れ た 東 京 都 と の 協 働 事 業 に お い て 、 精 神 科 医

グを受けさせる方向へと気持ちが定まっていった。

差異のないカウンセリング効果が得られ、トラウマの症状は消失した。被害男児は

やり遂げたと達成感を得て、「同じように被害にあった子には（カウンセリングを受け



　・　平均実施時間　　　　　　　　　　　　　約48分／回

第２号事業　「被害者への物品の供与又は貸与、役務の提供等による直接的支援事業」

・殺人 31 ・暴行・傷害 13

・強盗 2 ・交通被害 24

39 ・ストーカー 1

23 ・その他の被害 1

・他の性被害 1

・裁判所付添 136 ・自宅訪問 6

・代理傍聴 37 82

・検察庁付添 160 ・病院付添 7

・警察署付添 14 ・その他 79

　　＊　事例には若干の変更を加えている。

第３号事業「犯罪被害者等給付金の支給を受けようとする者が行う裁定の申請を補助する事業」

補 助

　　　　　　※　｢その他」とは、ケース会議や送迎である。

都 内 で 一 人 暮 ら し を し て い た 男 性 が、 見ず 知ら ずの 加害 者に 殺害 され た 。

・強制わいせつ

刑に…と思ったが、自分たちなりにできることはやったし、検察官も精一杯頑張って

犯 罪 被 害 者 支 援 室 、 被 害 者 参 加 弁 護 士 と 連 携 し 、 当 日 の 送 迎 、 控 室 や

早 期 援 助 団 体 の 利 点 を 生 か し 、 事 件 後 早 い 時 期 か ら 関 係 機 関 と 連携 して

ケース　殺人遺族（父親～60代、母親～60代）

付添い、自宅訪問等の支援を行っている。

・強制性交等

支　援　状　況

電 話 相 談 や 面 接 相 談 の 際 に 犯 罪 被 害 者 等 給 付 金 申 請 に つ い て 説 明 、

被害者への直接

　総件数　521件　（前年件数　564件）　　　　　月平均　43件

支　援　対　象

的支援事業

2001 年 4 月 か ら 本 事 業 を 開 始 し 、 警 察 署 、 病 院 及 び 裁 判 所 等 へ の

直接的支援を行っていきたい。

関係機関への付添い等の支援を行った。

強く希望し、弁護士も依頼していた。事前に別の裁判を傍聴したいと希望があり

支　援　内　容

警 視 庁 犯 罪 被 害 者 支 援 室 か ら 警 察 情 報 と し て 支 援 依 頼 が 入 り 、 ご 両 親 が

　総対象者　135名　（前年対象者数　　123名）

・関係機関付添

裁判に向けた準備を一緒に進めていった。また、警視庁犯罪被害者支援室、検察庁

裁判期日に参加し、意見陳述も自ら行った。判決が出ると、「本当はもっと重い

くれたと思う。ありがとうございました。」と語った。事件は控訴されたので、今後も

給 付 金 の 申 請 の

　　　　　　　　　　　　　11 件実施

上京するタイミングで面接相談を行った。父親は裁判でできる限りのことをしたいと

その傍聴も付添支援を行った。その後も連絡を取り、精神的なサポートをしつつ

傍聴席の手配などの準備を行った。ご両親は被害者参加人として、すべての

継続して支援を行う予定である。



第４号事業　「被害者自助グループへの支援事業」

支　援　事　業

第５号事業　「関係機関・団体等との連携による被害者支援事業」

　　（3回：8月2日、12月13日、2月16日）

　　交換会」に参加し、意見交換を行った。（10月14日）

　　（4回：10月26日、11月24日、12月27日、3月24日）

　行った。（2月9日）

（2回：5月21日、11月9日）

（7月6日）

（3回：7月12日、11月8日、2月2日）

相 互 理 解 を 図 っ た 。

・ 東京都総務局｢被害者等支援ノート（仮称）」検討会に出席し、ノート作成に向けて

意 見 交 換 を 行 っ た 。

・ 練馬区「犯罪被害者等支援推進連絡会議」に出席し、連携強化に向けて

（「公益財団法人日本財団」預保納付金支援事業）

犯 罪 被 害 者 の 遺 族 （ 交 通 死 亡 事 故 を 含 む ） が 、 お 互 い の 苦 悩 ・ 悲 し み を

「自助グループ」活動及び自助グループメンバーに対する支援を行った。

・ 犯 罪 被 害 者 支 援 関 連 団 体 と 東 京 三 弁 護 士 会 犯 罪 被 害 者 支 援 に 関 す る

・ ｢東京都子供・若者支援協議会連絡調整部会」に出席し、各機関・団体における

相 互 理 解 を 図 っ た 。

害者支援連絡

・ 警察庁「 交通事故被害者サポート事業検討会」に出席し、意見交換を行った。

　　行った。（3回：10月27日、12月8日、2月18日）

・ 法務省保護局 「被害者等対応の手引き作成に係るPT」に出席し、意見交換を

・ 警察庁交通事故被害者サポート事業 「交通事故被害者等支援に関する意見

・ 東京都総務局人権部、警視庁犯罪被害者支援室と総合支援会議を行い

連携強化に向けて、情報共有や意見交換を行った。

・ 「 東 京 都 犯 罪 被 害 者 支 援 連 絡 会 」 に 出 席 し 、 各 機 関 ・ 団 体 に お け る 相 互

・ 東京都｢女性も男性 も輝 くTOKYO 会議 」 に 出席 し、 各機 関・ 団体 にお ける

　　（実務担当者：10月26日、総会：1月24日）

協議会に出席し、活動状況について報告し、今後の連携について意見交換を

な ど し て 、 個 々 の 被 害 者 の 状 況 に 応 じ た 支 援 活 動 を 実 施 し た 。 （ 随 時 ）

理 解 と 連 携 強 化 を 図 っ た 。

グ ル ー プ へ の

支援実施状況
２ 市原刑務所における 被害者の感情理解プロ グ ラ ム（ 5 回 ） 、 東京 家庭 裁判

区（市）及び

た ほ か 、 合 同 会 議 の 開 催 な ど を 通 じ て 連 携 体 制 を 強 化 す る と と も に 、 個 々

被 害 者 自 助

被 害 者 支 援 活 動 の 推 進 に あ た っ て 、 関 係 機 関 団 体 主 催 の 会 議 に 参 加 し

   関係機関　・

被害者支援事業

等との連携による

１ 関係機関・団体

語 り 合 う こ と に よ り 、 精 神 的 苦 痛 や 悲 嘆 を 乗 り 越 え て い く こ と を 目 的 と し た

　所における交通講習の講師派遣（13回）等

団体との連携

・ そ の 他 、 関 係 機 関 等 と 連 絡 ・ 調 整 を 図 り 、 相 互 の 業 務 内 容 を 共 有 す る

東京都犯罪被

３　警察署等における講演活動の連絡調整

情報交換を図った。（10月15日）

会との連携　

１　犯罪被害者遺族自助グループ交流会（会員27名）　　　　4回

・ 全 国 被 害 者 支 援 ネ ッ ト ワ ー ク 関 東 甲 信 越 ブ ロ ッ ク 事 務 局 長 会 議 に て 、

の相談支援活動においても関係機関の担当者と連絡・調整を行った。



（11月22日）

  事 業

研修実施状況

１回

区市町村職員対象 4回

1回

　連携

・　直接的支援実地研修　　　　　5回（1回5日間）7団体7名

情 報 共 有 を 図 っ た 。

付 添 い な ど の 直 接 的 支 援 及 び 精 神 科 医 等 に よ る 精 神 的 支 援 等 の

さ れ る 研 修 等 を 実 施 し た 。

・ その他、自治体被害者支援担当部署等と連絡・調整を図り、相互の業務内容を共有

２ 東 京 都 人 権 部

との連携・協働に

よる 被 害者 支援

する などして、個々の被害者の状況に応じた 支援活動を実施した。（随時）

を行い、被害者支援に関する知識、技能の習得を図った。

ため、加盟民間被害者支援団体の相談員等に対し、「直接的支援実地研修」

立川市、武蔵村山市、瑞穂町）

被害者が全国のどこにおいても同質で適切な支援が受けられ る ようにする

者 支 援 団 体 と の

３ 加 盟 民 間 被 害

・　　区市町村訪問・助言の実施　　 11回

　　　1名（多摩市）

区市町村訪問

・　　区市町村からの研修生受入　　1回（1日間）

学校関係者対象

・　東京都職員等に対する研修会の実施　　6回

平成20 年4 月1 日から、東京都人権部と協定「 東京都における犯罪被害者

東京都一般職員・関係機関担当者対象

(青梅市、福生市、昭島市、羽村市、多摩市、日野市、小金井市、八王子市、

ま た 、 区 市 町 村 の 相 談 窓 口 に 対 す る 支 援 の 充 実 ・ 強 化 を 目 的 と し て 、

ほ か 、 東 京 都 職 員 等 に 対 す る 犯 罪 被 害 者 等 へ の 対 応 能 力 の 向 上 に 必 要 と

「 区 市 町 村 か ら の 研 修 生 受 入 」 を 行 っ た 。

支援事業を行っている。

事 業 内 容 は 、 東 京 都 の 総 合 相 談 窓 口 を 当 セ ン タ ー 内 に 設 置 し 、 電 話 ・

面接相談、東京都の経済的支援等に関する窓口業務、病院や警察署等への

研修生受入

等支援業務の実施に関する 基本協定書」 を締結し、連携・ 協働による被害者



第６号事業　｢相談員・被害者支援ボランティアの養成及び研修事業」

1　ボランティア候補

　者研修

2　基礎研修

　　基礎研修　　　　　5回

3　実地研修

4　継続研修

　 内部研修

5　外部研修

　　・　フォーラム 　　（10月8日　1名）

　　・　秋期全国研修会 　　（10月9日　11名、10月10日　5名）　

　　・　質の向上研修下半期 　　（2月26日～27日　1名）　

グ ル ー プ 活 動 を 行 う 際 に 指 導 者 が 同 席 ・ 同 伴 し て 、 個 別 で 指 導 助 言 を

ボ ラ ン テ ィ ア 及 び 犯 罪 被 害 相 談 員 等 の 支 援 能 力 の 向 上 及 び 直 接 的 支 援

　〇　司法福祉全国研究集会参加（1月16日　1名）

　〇　日本小児精神神経学会参加（10月16日　1名）

　　内部及びボランティア研修　　25回

　○　公益社団法人全国被害者支援ネットワーク研修会参加

被 害 者 支 援 の 関 係 機 関 ・ 団 体 等 の 見 学 や 他 の 団 体 等 が 行 う 研 修 及 び

　〇　第31回日本被害者学会参加（6月5日　2名）

セ ミ ナ ー 等 へ の 参 加 を 通 じ て 、 被 害 者 支 援 に 必 要 な 知 識 及 び 技 能 の 習 得

発刊の「 直接支援 員初 級マ ニュ アル 」 等 を活 用し て、 当セ ンタ ー役 職員 及び

相 談 員 ・ ボ ラ ン

研 修 事 業

ティアの養成及び

（「公益財団法人日本財団」預保納付金支援事業）

行った。

　〇　被害者が創る条例研究会シンポジウム参加（10月30日　1名）

　〇　国立精神神経医療研究センターPTSD対策研修参加（2月12日　1名）

す る 実 務 能 力 を 習 得 す る た め 、 電 話 ・ 面 接 相 談 、 直 接 的 支 援 、 被 害 者 自 助

部 外 講 師 に よ る 研 修 を 実 施 し 、 関 係 法 令 そ の 他 支 援 に 必 要 な 知 識

参 加 者 を 公 募 し て 被 害 者 支 援 セ ミ ナ ー を 開 催 し 、 被 害 者 の 実 状 、 被 害 者

　　被害者支援セミナー　　　6月26日　　参加者　　75 名

犯 罪 被 害 相 談 員 や 関 係 機 関 等 か ら の 研 修 生 等 が 相 談 支 援 活 動 に 関

を図った。

に 向 け た 法 令 等 の 習 得 を 図 る た め 、 精 神 科 医 、 弁 護 士 、 関 係 機 関 等 に よ る

　〇　第20回日本トラウマティック・ストレス学会参加（9月21日～22日　3名）

及 び ボ ラ ン テ ィ ア （ 現 在 6 名 登 録 ） に 対 し 、 全 国 被 害 者 支 援 ネ ッ ト ワ ー ク

支 援 等 に 関 す る 研 修 を 行 っ た 。

基づいて各種研修を実施し、知識・技術の習得・向上に努めた。

被 害 者 支 援 に 必 要 な 基 礎 的 知 識 を 習 得 す る た め 、 ボ ラ ン テ ィ ア 候 補 者

内 閣 府 作 成 「 民 間 被 害 者 支 援 団 体 に お け る カ リ キ ュ ラ ム ・ モ デ ル 案 」 に

被 害 者 支 援 の 啓 蒙 、 直 接 的 支 援 活 動 及 び 相 談 業 務 の 拡 充 を 図 る た め 、

全体研修及び相談支援室長等による 個別研修を行っ てい る 。

の 習 得 を 図 っ た 。



　〇　狭山市犯罪被害者支援のための講座参加（10月23日　2名）

　○　中野区犯罪被害者週間行事参加（11月20日　4名）

　○　小金井市犯罪被害者週間行事参加（11月27日　4名）

　○　犯罪被害者団体ネットワークハートバンド犯罪被害者週間全国大会2021参加

　　　　（11月27日　1名）

　○　警察庁被害者週間中央イベント参加（12月1日　2名）

　〇　杉並区犯罪被害者支援のつどい参加（12月1日　3名）

　○　ぎふ性暴力被害者支援センター性暴力被害者支援講演会参加（2月18日）

　○　横浜市犯罪被害者支援市民講演会参加（3月3日　2名）

6　事例検討会の

　実施

第７号事業　「被害者の実態に関する調査及び研究事業」

　

第８号事業　「被害者支援活動に関する広報及び啓発事業」

１　 関東管区警察学校、警察署等への講師派遣 42 回

２　 全国ネットワーク、他県被害者支援団体への講師派遣 1 回

３　 その他の講師派遣 69 回

　　（検察庁、矯正研修所、司法研修所、自治体、学校等）

４　 センター視察・見学 12 回

５　 犯罪被害者支援キャンペーン 1 回

　　　（11月2日～3日に新宿駅西口イベント広場にて開催）

６　 区市町村・警察署・警視庁支援室との合同キャンペーン

   　　11/19、文京区11/24、多摩地域11/25、国分寺市11/26、豊島区11/26ほか）

７　 オリジナルキャラクター「結Yui」の誕生・登録

８　 センターニュースの発行 （４月、８月、12月発行：各13,000部）

　　リーフレットの活用依頼（7月）

　　○　ポスター　　（B２） 枚

　　　　 ポスター　　（A３） 枚

関係法令などについて学んだ。

支 援 室 長 及 び 相 談 支 援 室 長 代 理 等 か ら の 助 言 指 導 の も と 事 例 検 討

９ ポ ス タ ー ・ リ ー フ レ ッ ト の 作 成 、 警 察 署 等 に 対 す る ポ ス タ ー 掲 出 依 頼 及 び

実際の相談事例及び直接的支援の実施事例を取り上げ、精神科医、相談

500

ＰＴＳＤに有効な治療法などについて学んだ。

・ 日 本 被 害 者 学 会 第 31 回 学 術 大 会 に 出 席 し 、 有 識 者 よ り 被 害 者 の 現 状 や

会 を 実 施 し 、 個 々 の 事 例 に 対 す る 適 切 な 相 談 ・ 支 援 要 領 等 を 検 討 し た 。

（渋谷区5/18・9/28、品川区9/2、杉並区9/24、府中試験場11/18、八王子市

・ 第 20 回 日 本 ト ラ ウ マ テ ィ ッ ク ス ト レ ス 学 会 に 出 席 し 、 ト ラ ウ マ か ら の 回 復 や

広報・啓発活動を実施した。

被 害 者 支 援 意 識 の 高 揚 と セ ン タ ー の 事 業 内 容 の 周 知 を 図る た め 、以 下の

2,150

　 事例検討会　　　54回

調 査 研 究 事 業

広 報 啓 発 事 業



　　　　 ポスター　　（A４） 枚

　　○　リーフレット （一般用） 部

　　　　 リーフレット（直接的支援用） 部

　　　　 リーフレット（被害者本人用） 部

　　　　 リーフレット（被害者家族用） 部

　　　　 リーフレット（遺族《子どもの保護者》用） 部

　　　　 リーフレット（関係機関用） 部

　　　　 リーフレット（目撃者用） 部

　　　　 リーフレット（性被害《子どもの保護者》用） 部

　　　　 リーフレット（一般広報用） 部

6,000 部

10　 遺族の手記「もう一度会いたい21集」配布(9月） 部

11　センター紹介ビデオ（DVD)の作成（2月） 　

12　リーフレット「ご案内」（改訂版）の作成（2月） 5,000 部

13  情報紙等への広報掲載

　　○　タブロイド新聞「月刊はいからエスト」（東京版）（年６回）、「季刊誌はいから」(年４回）

　　○　たまきたＰＡＰＥＲ冬号・春号（東京版）

14  デジタルサイネージ等を活用した広報活動

　　○　新宿駅西口大型ビジョン、動く歩道横柱面広告（2月、3月）

　　○　中央区日本橋等の商業施設設置のデジタル掲示板（2か所、3月～）

　　○　品川区役所庁舎内のデジタル掲示板（3月～）　

　　○　警察署交番のデジタル掲示板（3月～）

15　コミュニティーラジオ番組出演による広報活動

　　○　ＦＭ中央「Hello　Radio　city」への出演（9月、12月）

　　○　FM品川「ほっとラジオしながわ」への番組出演（11月）

16　クリアファイル作成（7月） 枚

17　タオルハンカチ作成（10月） 39,000 枚

18　リフレクター素材LEDライトの作成（3月） 35,000 個

19  都内区市町村に対する広報記事掲載依頼 （随時）

20  ホームページ及びスマートフォンサイトの改訂 （随時）

第９号事業　「その他本センターの目的を達成するために必要な事業」

４　企業訪問等

3,000

175,000

　　○　冊子（精神的ケア案内）

　

２　各種講演・講義等の実施

１　センターニュースの発行（年3回）

2,500

15,000

2,500

2,500

2,500

５　募金箱の設置

2,500

2,000

　　会員・寄附の獲得のため以下の活動を実施した。

活動

会員確保に向けた

３ 犯 罪 被 害 者 支 援 自 動 販 売 機 の 設 置 （ 新 規 27 台 ） 及 び 支 援 企 業 契 約

2,500

32,000

30,000


